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会
実
現
に
向
け
た
課
題
と
展
望
（
四
）
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四

七
五

Ⅳ　

公
民
の
役
割
分
担
と
公
民
連
携
Ｐ
Ｐ
Ｐ―

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
、
公
益
信
託
、
第
三
セ
ク
タ
ー
（
つ
づ
き
）

　

四　

行
政
サ
ー
ビ
ス
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
、
民
間
・
企
業
サ
ー
ビ
ス
、
公
益
サ
ー
ビ
ス

公
益
社
会
実
現
に
向
け
た
課
題
と
展
望
（
四
）

　
東
北
公
益
文
科
大
学
教
授 　

出

井

信

夫

　

は
じ
め
に

Ⅰ　

公
益
法
人
改
革
の
経
緯
と
公
益
法
人
三
法
（
90
巻
八
号
）

Ⅱ　

認
定
審
議
の
要
点
と
移
行
期
間
終
了
後
の
移
行
状
況
（
90
巻
八
号
及
び
90
巻
九
号
）

Ⅲ　

監
督
の
基
本
的
な
考
え
方
と
立
入
り
検
査
の
基
本
的
な
考
え
方
（
90
巻
十
号
）

Ⅳ　

公
民
の
役
割
分
担
と
公
民
連
携
P
P
P
―
N
P
O
、
P
F
I
、
公
益
信
託
、
第
三
セ
ク
タ
ー
（
90
巻
十
号
及
び
本
号
）

Ⅴ　

公
民
連
携
P
P
P
の
現
状
と
課
題
（
本
号
及
び
次
号
）

Ⅵ　
「 

総
務
省
」
研
究
会
「
新
し
い
公
共
」
の
概
念

Ⅶ　
「
内
閣
府
」
推
進
会
議
「
新
し
い
公
共
」
の
概
念

Ⅷ　
「
新
し
い
公
共
」
の
担
い
手

―
各
省
庁
の
取
組
み

Ⅸ　

補
完
性
の
原
理

―
「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
社
会

Ⅹ　
「
自
民
党
政
府
」
の
「
共
助
社
会
」
の
概
念

Ⅺ　

企
業
の
メ
セ
ナ
・
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
・
社
会
貢
献
・
C
S
R

Ⅻ　

企
業
の
C
S
R
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）

ⅩⅢ　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
公
益
ビ
ジ
ネ
ス

ⅩⅣ　
「
公
益
」
の
発
想
と
「
公
益
」
活
動
の
源
流

ⅩⅤ　

事
業
に
お
け
る
「
公
益
」
性
と
「
収
益
」
性
の
視
点

ⅩⅥ　

先
人
に
学
ぶ
公
益
活
動
、
公
益
事
業
の
推
進

ⅩⅦ　
「
共
助
社
会
」「
公
益
社
会
」
実
現
の
デ
ザ
イ
ン

ⅩⅧ　

市
民
力
の
利
活
用
と
寄
付
金
制
度
・
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
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「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」、「
社
会
サ
ー
ビ

ス
」、「
公
共
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
の
関
係
に

つ
い
て
、
山
本
啓
は
「
社
会
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
と
公
益
行
政
」
と
題
し
て
、
種
々
の

観
点
よ
り
論
述
し
て
い
る
（
（（
（

。

　

本
稿
で
は
、
山
本
啓
論
文
を
参
考
に
、

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」、「
社
会
サ
ー
ビ
ス
」、

「
民
間
・
企
業
サ
ー
ビ
ス
」、「
公
益
サ
ー

ビ
ス
」
に
つ
い
て
、
四
つ
の
観
点
よ
り
論

述
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

及
び
関
係
性
に
つ
い
て
は
、〔
図―

９
〕

及
び
〔
表―

14
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

⑴　

四
つ
の
サ
ー
ビ
ス
の
関
係

　

こ
れ
ら
の
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」、「
社
会

サ
ー
ビ
ス
」、「
民
間
・
企
業
等
サ
ー
ビ
ス
」

は
、
人
び
と
の
福
利
や
便
益
に
寄
与
す
る

と
い
う
観
点
か
ら
、「
公
益
」
を
も
た
ら

す
点
で
、
共
通
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、

公
共
が
提
供
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
国

〔図―9〕　公益サービスの相互関係性

〔表―14〕　４つのサービスの内容とその関連性

区　　分 サービスの
提供主体

サービスの内容 原　　資 セーフティネ
ットの有無

行政サービス 国、都道府県、
市町村

外交、国防、警察、国土保全、
警察、消防、道路、義務教育、
図書館、上下水道、公園など

租　税
（税　金）
等

あり

社会サービス 国、都道府県、
市町村、第₃セ
クター、NPO等

年金・保険（国民年金、厚生年
金等）、医療、保険、介護、社
会福祉など

租税（税
金）、事
業収益等

あり

民間・企業等
サービス

民間企業、第₃セ
クター、NPO等

私的財
上記以外のさまざまなサービス

事業収益
等

原則として、
なし

公益サービス 上 記 を 含 む 
すべてのサービ
ス主体

上記を含む
すべてのサービス

地域社会全体における公益サービス

社会 民間・企業等

行政

サービス

サービス

サービス
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民
、
市
民
、
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
の
全
体
的
で
包
括
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

も
と
よ
り
、
こ
の
三
つ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
お
互
い
に
、
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
完
全
に
独
立
分
離
し
た

も
の
と
し
て
分
離
、
分
類
で
き
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
数
学
の
集
合
論
の
和
集
合
、
積
集
合
の
概
念
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
理
解

し
や
す
い
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
公
益
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
は
、
行
政
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
民
間
営
利
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
民
間
企
業
、
民
間
非
営
利

セ
ク
タ
ー
で
あ
る
新
公
益
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
な
ど
も
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

⑵　

行
政
サ
ー
ビ
ス

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
国
と
自
治
体
（
都
道
府
県
と
市
町
村
の
自
治
体
）
が
提
供
す
る
全
て
の
サ
ー
ビ
ス
で
、
道
路
や
教
育
施
設
な
ど
の

ハ
ー
ド
の
施
設
整
備
か
ら
、
福
祉
や
医
療
、
介
護
、
生
活
保
護
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
ソ
フ
ト
事
業
と
呼
ば
れ
る
事
業
で
あ
る
。
こ
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
は
、
国
防
な
ど
国
が
提
供
す
る
純
粋
公
共
財
と
、
自
治
体
が
提
供
す
る
地
域
公
共
財
の
二
つ
か
ら
な
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体

は
、
国
と
自
治
体
で
あ
る
。
国
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
外
交
や
国
防
、
警
察
な
ど
が
典
型
的
な
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
一

方
、
自
治
体
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
義
務
教
育
、
上
下
水
道
、
ご
み
処
理
な
ど
が
典
型
的
な
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　

⑶　

社
会
サ
ー
ビ
ス

　

社
会
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
基
本
的
に
は
、
全
て
の
人
び
と
が
利
用
で
き
る
私
的
財
で
あ
る
。
ま
た
社
会
福
祉
、
高
等
教
育
な
ど
日
常
生
活

に
関
わ
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
人
び
と
の
生
活
を
維
持
し
、
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
を
保
っ
て
い
く
た
め
の
社
会
保
障
と
し
て
セ
ー
フ
テ
ィ
・

ネ
ッ
ト
を
提
供
す
る
、便
宜
供
与
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
は
、民
間
企
業
等
を
中
心
に
、社
会
福
祉
協
議
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
自
治
体
出
資
の
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
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⑷　

民
間
・
企
業
等
サ
ー
ビ
ス

　

民
間
・
企
業
等
サ
ー
ビ
ス
と
は
、基
本
的
に
は
、全
て
の
人
び
と
が
利
用
で
き
る
、日
常
的
な
私
的
財
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

こ
れ
ら
民
間
・
企
業
等
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
お
い
て
も
、
基
本
的
に
そ
の
根
底
に
は
、
利
潤
追
求
動
機
が
あ
る
と
は
い
え
、
私
的
な
利
益

や
便
益
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
の
生
活
に
、
潤
い
や
癒
し
、
人
び
と
の
生
活
を
維
持
し
、
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
の
向
上
な

ど
を
図
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
一
部
、
公
益
的
な
要
素
が
存
在
、
含
ま
れ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
り

わ
け
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
観
点
よ
り
、
社
会
的
な
貢
献
活
動
な
ど
は
そ
の
一
例
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。

　

⑸　

公
益
サ
ー
ビ
ス

　

公
益
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
不
特
定
多
数
の
人
々
が
誰
で
も
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
、
供
給
者
が
、
利
用

者
を
勝
手
に
選
別
し
た
り
、
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
よ
っ
て
不
特
定
多
数
の
人
び
と
に
も
た
ら
さ
れ
る
利
益
や
便
益
が
、「
公
益
」
で
あ
る
。

　

こ
の
公
益
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
、
私
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
同
様
に
、
市
場
に
任
せ
て
放
置
し
た
な
ら
ば
、
自
然
独
占
が
生
ず
る
の

で
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
中
央
政
府
に
よ
っ
て
規
制
が
行
な
わ
れ
、
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
（
安
全
網
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
公
益
」
を
も
た
ら
す
公
益
サ
ー
ビ
ス
に
は
、「
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
社
会
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
民
間
・
企
業
等
サ
ー
ビ
ス
」
が
部
分

的
に
重
な
り
合
っ
て
、
公
益
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
な
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
公
益
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
人
び
と
が
日
常
的

に
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
は
多
様
で
あ
る
も
の
の
一
定
の
条
件
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
に
あ
た
っ
て
は
、
人
び
と
が
自
由
に
選
択
で
き
る
非
排
除
性
が
あ
ま
り
働
か
な
い
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
ま
た
、
民
間
・
企
業
等
サ
ー
ビ

ス
と
は
異
な
り
、
社
会
保
障
の
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
と
し
て
提
供
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
便
宜
供
与
を
行
う
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
は
、
国
、
自
治
体
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
間
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
で
あ
る
。
鉄
道
や
バ
ス

等
の
交
通
運
輸
事
業
、
電
気
や
ガ
ス
等
の
公
益
事
業
、
通
信
や
郵
便
等
の
情
報
事
業
、
高
等
教
育
な
ど
が
典
型
的
な
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
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。

　

五　

純
粋
公
共
財
、
準
公
共
財
、
ク
ラ
ブ
財
、
等

　

市
場
原
理
に
任
せ
て
お
く
と
、
利
益
が
上
が
ら
な
い
不
採
算
の
財
や
サ
ー
ビ
ス
は
、
提
供
や
供
給
が
な
さ
れ
な
い
事
態
が
生
ず
る
。
誰

で
も
利
用
で
き
、
か
つ
、
ま
た
利
用
し
た
い
人
す
べ
て
を
排
除
す
る
こ
と
な
く
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
「
公
共
財
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ

れ
は
、
特
定
の
個
人
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
い
、
常
に
、
共
同
で
消
費
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
集
合
財
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

公
共
財
は
、
ⅰ
サ
ー
ビ
ス
が
排
除
的
な
も
の
か
ど
う
か
、
す
な
わ
ち
、
対
価
を
支
払
わ
な
い
利
用
者
を
排
除
で
き
る
か
ど
う
か
、
ま
た

ⅱ
価
格
競
争
に
さ
ら
さ
れ
ず
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
者
す
べ
て
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
利
用
者
が
増
え
た
と
し
て
も
追
加
分
の
コ
ス

ト
が
派
生
し
な
い
と
い
う
競
合
性
が
あ
る
か
ど
う
か
、
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
る
。〔
図―

10
〕
及
び
〔
表―

15
〕
は
、
財
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
、「
排
除
性
と
非
排
除
性
」
及
び
「
競
合
性
と
非
競
合
性
」
の
観
点
よ
り
、
そ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

⑴　

純
粋
公
共
財
と
地
域
公
共
財

　

純
粋
公
共
財
と
は
、
す
べ
て
の
人
び
と
が
同
じ
も
の
を
同
時
に
利
用
で
き
る
財
や
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
利
用
し
た
い
人
を
拒
否
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、「
非
排
除
的
」
で
あ
る
。
ま
た
、
す
べ
て
の
人
び
と
が
共
同
で
集
合
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
上
、
た

と
え
利
用
者
が
増
え
た
と
し
て
も
そ
の
分
の
追
加
コ
ス
ト
は
派
生
し
な
い
か
ら
、「
非
競
合
的
」
で
あ
る
。
こ
の
競
合
性
と
は
、
財
や
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
側
が
互
い
に
競
合
し
、
競
争
的
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
あ
く
ま
で
も
財
や
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
、
消
費
す
る
側
が
競
合
す
る
こ
と
な
く
、
同
じ
量
の
財
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
、
享
受
し
、
消
費
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。

　

純
粋
公
共
財
の
提
供
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
国
が
税
金
と
し
て
一
括
徴
収
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
国
が
提
供
す
る
財
や
サ
ー
ビ
ス
、
す
な
わ
ち
、
国
防
な
ど
の
安
全
保
障
や
外
交
な
ど
を
「
純
粋
公
共
財
」
と
呼
び
、
自
治
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準公共財
排除的　非競合的
ガス、電気、バス交通
機関など

非排除的　非競合的
外交、国防など

地域公共財
非排除的　非競合的
警察、消防、道路、
義務教育など

クラブ財
排除的　非競合的
医療サービス、介護
サービス、高等教育
など 共同プール財

非排除的　競合的

共有地（コモンズ）、
海洋資源、水産資源、
森林など

私的財

排除的　適応しない
マイカー、マイホーム
など

純粋公共財
非競合性

排除性 非排除性

競合性

〔図―10〕　排除性と競合性

〔表―15〕�　「純粋公共財と地域公共財」「準公共財」「共同プール財」等の基
本的な相違

区　　分 提供主体 財やサービス 排除性と 
非排除性

競合性と 
非競合性

純粋公共財 国 外交、国防、国土保全、警察、
消防など、

非排除的 非競合的

地域公共財 都道府県 
市町村

警察、道路、義務教育、図書館、
消防、上下水道、公園など

非排除的 非競合的

準公共財 行政、企業、
第₃セクター、

NPO等

ガス、電気、バス交通機関など 排除的 非競合的

クラブ財 行政、企業、
第₃セクター、

NPO等

医療サービス、介護サービス、
高等教育（高等学校、大学、
大学院）など

排除的 非競合的

共同プール
財

行政、企業、第₃
セクター、NPO等

共有地（コモンズ）、海洋資
源、水産資源、森林など

非排除的 競合的

私的財 主として企業 マイカー、マイホーム、
家電製品、奢侈品など

排除的 適応しない
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公
益
社
会
実
現
に
向
け
た
課
題
と
展
望
（
四
）
七
〇

八
一

体
が
提
供
す
る
財
や
サ
ー
ビ
ス
、
す
な
わ
ち
、
義
務
教
育
や
道
路
整
備
、
消
防
な
ど
を
「
地
域
公
共
財
」
と
呼
び
、
両
者
を
区
別
す
る
こ

と
が
あ
る
。
ま
た
、
地
球
規
模
の
公
共
財
を
、「
国
際
公
共
財
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。

　

例
外
と
し
て
は
、
地
上
波
の
民
間
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
放
送
で
あ
る
。
広
告
収
入
に
よ
っ
て
、
財
や
サ
ー
ビ
ス
（
放
送
番
組
）
の
提
供
が

な
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
利
用
者
で
あ
る
視
聴
者
は
「
非
排
除
的
」
で
あ
る
。
一
方
、
利
用
者
が
増
加
し
た
と
し
て
も
追
加
コ
ス
ト
は
か
か

ら
な
い
か
ら
、「
非
競
合
的
」
で
あ
る
。

　

⑵　

準
公
共
財

　

純
粋
公
共
財
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
あ
る
程
度
の
非
排
除
性
と
、
あ
る
程
度
の
非
競
合
性
の
あ
る
財
や
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
準
公
共
財
の

提
供
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
主
体
は
行
政
が
行
う
場
合
も
多
々
あ
る
も
の
の
、
行
政
の
み
が
提
供
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
大
都
市
や
地

方
都
市
、
ま
た
過
疎
地
域
な
ど
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
の
、
民
間
営
利
セ
ク
タ
ー
が
提
供
す
る
場
合
も
あ
る
。
例
と
し
て
は
、
文
化

ホ
ー
ル
や
博
物
館
、
美
術
館
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
入
場
料
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
「
排
除
的
」
で
あ
る
が
、
同

時
に
多
く
の
人
々
が
利
用
で
き
、
そ
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
追
加
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
い
と
い
う
点
で
は
、「
非
競
合
的
」
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
な
ど
の
欧
米
に
お
け
る
高
速
道
路
、
ハ
イ
ウ
ェ
ー
に
つ
い
て
は
、
一
般
道
路
と
同
様
に
、
無
料
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、「
非
排
除
的
」
で
、「
非
競
合
的
」
で
あ
る
の
で
、「
純
粋
公
共
財
」
で
あ
る
。
一
方
、
日
本
の
高
速
道
路
は
、
連
休
や

帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
ピ
ー
ク
時
の
混
雑
す
る
時
期
以
外
に
は
、
利
用
者
が
増
加
し
て
も
追
加
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
い
か
ら
「
非
競
合

的
」
で
あ
る
が
、
利
用
者
が
利
用
料
金
を
負
担
す
る
利
用
者
（
受
益
者
）
負
担
が
原
則
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
排
除
的
」
で
あ
る
。「
準
公

共
財
」
と
い
え
る
。

　

⑶　

ク
ラ
ブ
財

　

ク
ラ
ブ
財
と
は
、
学
校
の
ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
と
同
じ
よ
う
に
、
特
定
の
人
び
と
を
対
象
と
す
る
財
や
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
あ
る
。
ク

ラ
ブ
財
と
は
、
準
公
共
財
の
一
種
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
は
、「
非
競
合
的
」
で
あ
る
が
、「
排
除
的
」
で
あ
り
、
た
だ
乗
り
（
フ
リ
ー
ラ
イ
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ダ
ー
）
を
比
較
的
容
易
に
排
除
で
き
、
そ
の
財
の
利
用
率
に
応
じ
た
課
金
が
可
能
な
財
の
こ
と
で
あ
る
。
例
と
し
て
は
、
駐
車
場
、
通
信

シ
ス
テ
ム
イ
ン
フ
ラ
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
ま
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
、
特
定
多
数
の
人
々
を
対
象
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
「
排
除
的
」
で
は
あ
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
が
多
少
増
加
し
て
も
す
ぐ
に
は
追
加
コ
ス
ト
は
か
か
ら
な
い
と
い
う
点

で
、「
非
競
合
的
」
で
あ
る
。

　

⑷　

共
同
プ
ー
ル
財

　

共
同
プ
ー
ル
財
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
地
域
社
会
）、
ネ
イ
バ
ー
フ
ッ
ド
（
近
隣
社
会
）、
国
内
社
会
な
ど
、
多
様
な
レ
ベ
ル
で
提
供

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
基
本
的
に
、
不
特
定
多
数
の
人
び
と
に
提
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、「
非
排
除
的
」
で
あ
る
。
一
方
、
利
用

者
が
増
加
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
追
加
コ
ス
ト
が
膨
大
な
も
の
に
な
る
か
ら
、「
競
合
的
」
で
あ
る
。

　
「
コ
モ
ン
ズ
の
悲
劇
」
と
よ
ば
れ
る
、
牧
畜
民
の
共
有
地
で
あ
る
牧
草
地
の
利
用
問
題
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
漁
業
に
お
け
る
乱
獲

は
漁
業
資
源
が
枯
渇
す
る
と
い
う
、「
コ
モ
ン
ズ
の
悲
劇
」
を
も
た
ら
す
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
非
排
除
的
か
つ
競
合
的
な
財
」
は
、「
コ
モ
ン
プ
ー
ル
財
」
と
呼
ば
れ
る
。
た
と
え
ば
、
一
般
道
路
や
橋
な
ど
は
、
利

用
者
全
員
に
課
金
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
が
高
く
（
排
除
可
能
性
が
低
い
）、
あ
る
程
度
ま
で
で
あ
れ
ば
、
利
用
者
は
問
題
な
く
便
益
を
受
け

ら
れ
る
が
、
利
用
者
が
増
え
る
に
従
っ
て
、
混
雑
費
用
が
高
ま
る
（
競
合
性
は
高
い
）。

　

他
方
、「
私
的
財
」
で
は
あ
る
が
、
あ
る
種
の
公
共
性
を
有
す
る
「
メ
リ
ッ
ト
財
」
が
あ
る
。
た
と
え
ば
医
療
、
介
護
、
義
務
教
育
な

ど
が
メ
リ
ッ
ト
財
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
こ
れ
を
享
受
す
る
権
利
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
非
競
合
性
・
非
排
除
性
の
問
題
が
無
い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
財
は
民
間
に
よ
っ
て
適
切
に
供
給
さ
れ
得
る
と
い
え
よ
う
。

　

財
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
に
、基
本
的
に
、「
排
除
的
か
非
排
除
的
か
」（
排
除
性
が
高
い
か
、低
い
か
）、
ま
た
、

「
競
合
的
か
、
非
競
合
的
か
」（
競
合
性
が
高
い
か
、
低
い
か
）
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
が
、
現
実
の
社
会
に
お
い
て
は
、「
純
粋
公
共
財
と

純
粋
私
的
財
の
中
間
領
域
に
お
け
る
混
合
財
」
と
呼
ば
れ
る
財
や
サ
ー
ビ
ス
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
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し
た
が
っ
て
、「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」、「
社
会
サ
ー

ビ
ス
」、「
公
共
サ
ー
ビ
ス
」
の
提
供
に
お
い
て
は
、

従
来
の
枠
組
み
の
中
で
委
ね
ら
れ
て
き
た
サ
ー
ビ
ス

提
供
主
体
の
在
り
方
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
え
よ
う
。
と
り
わ
け
、「
混
合
財
」
と
よ
ば
れ
る

財
や
サ
ー
ビ
ス
の
領
域
が
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
民
間
営
利
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
企
業
の
参
入

や
民
間
非
営
利
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
新
公
益
法
人
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
参
入
を
促
す
よ
う
な
新
た
な
仕
組

み
、
枠
組
み
作
り
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ら
の
主
体
者
の
活
躍
、
展
開
が
、「
公
益
社
会
」「
共

助
社
会
」
の
実
現
に
は
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
再
認

識
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

六　

地
方
公
営
事
業
・
公
益
事
業
等

　
「
地
方
公
営
事
業
」「
公
益
事
業
」
な
ど
の
公
益
事

業
に
関
し
て
、
財
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
法
人
や

事
業
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
、
基
本
的
に
、〔
表―

16
〕
に
示
す
よ
う
に
体
系
化
で
き
る
。

　

⑴　

公
共
事
業

〔表―16〕　地方公営事業・公益事業等における広義の公益事業区分

区　　分 サービスの提供主体 サービスの内容 原資・採算性・会計

地方公営事業 自治体の地方公営企
業、企業局など

上下水道、バス・地下鉄等の
交通、工業団地、公営住宅
など

独立採算、事業収益 
自治体等から繰入金・
補助金等

公益事業① ガス会社、電気会社
など

ガス供給、電気供給など 独立採算、事業収益 
自治体等から補助金等

公益事業② バスや鉄道、航空等
の運輸会社など

バスや鉄道（JRや私鉄等）、
航空会社など

独立採算、事業収益 
自治体等から補助金等

新公益法人 公益社団・財団法人
など

新公益法人三法に基づく事業 上記と同様

NPO法人 NPO法人 NPO法人法に基づく事業 上記と同様

医療事業 医療法人など 病院など 上記と同様

社会福祉事業 社会福祉法人など 特別養護老人施設など 上記と同様

教育事業 学校法人 高等教育（高等学校、大学・
大学院）など

上記と同様

更生保護事業 更生保護法人 更生保護事業など 上記と同様

宗教法人 宗教法人 宗教法人法に基づく事業 独立採算、非課税

　※₁　 国の出資、設立等した、特殊法人や独立行政法人は除く。
　※₂　 自治体の設立した、地方独立行政法人は除く。近年、地方独立行政法人が設立され増加する傾向

にある。 
平成₂₄年₁₂月₂₆日に発表された報道資料『第三セクター等の状況に関する調査結果』によれば、
地方独立行政法人全9₄法人のうち、地方独立行政法人の主たる事業は、「教育・文化」分野が₅₆
法人、「社会福祉・保健医療」分野が₃₁法人となっている。

　※₃　 「広義の公益法人の例」として例示した「NPO法人」「医療法人」「社会福祉法人」「学校法人」「更
生保護法人」「宗教法人」に関して、「法人」ごとに、「根拠法」「法人数」などの概要について整
理した資料としては、拙著『自治体の外郭団体・出資法人の公益認定』（平成₂₁年₂月（₂009）学
陽書房）9頁を参照されたい。
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公
共
事
業
と
は
、
文
字
ど
お
り
、
国
や
自
治
体
な
ど
、
公
共
セ
ク
タ
ー
が
実
施
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
事
業
主
体
は
国
や
自
治

体
で
あ
る
。
国
が
実
施
す
る
外
交
や
国
防
な
ど
、
ま
た
自
治
体
が
実
施
す
る
道
路
整
備
や
義
務
教
育
施
設
な
ど
が
公
共
事
業
の
典
型
的
な

例
で
あ
る
。
そ
の
原
資
は
税
金
で
あ
る
。

　

⑵　

地
方
公
営
事
業

　

公
営
事
業
と
は
、
国
、
自
治
体
が
実
施
す
る
公
共
事
業
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
バ
ス
な
ど
の
交
通
や
上
下
水
道
、
病
院
な
ど
の
公

営
事
業
は
、
事
業
の
展
開
に
よ
り
一
定
の
収
益
が
あ
が
る
こ
と
か
ら
、
企
業
的
会
計
が
採
ら
れ
、
受
益
者
負
担
の
原
則
、
独
立
採
算
制
の

原
則
な
ど
が
採
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
も
と
よ
り
収
益
を
あ
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
な
い
た
め
、
一
部
は
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
。

国
が
実
施
し
て
い
る
例
と
し
て
は
、
特
殊
法
人
、
独
立
行
政
法
人
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
方
、
自
治
体
が
実
施
し
て
い
る
事
業
例
と
し

て
は
、
上
下
水
道
、
病
院
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

⑶　

公
益
事
業

　

一
般
に
、
公
益
事
業
と
は
、
私
鉄
、
航
空
、
バ
ス
、
地
下
鉄
な
ど
の
公
共
交
通
事
業
、
ガ
ス
や
電
気
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
、
郵
便

・
通
信
事
業
な
ど
で
あ
り
、
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
一
定
の
資
格
要
件
な
ど
に
よ
り
免
許
な
ど
が
付
与
さ
れ
た
、
民
間
営
利
企
業

が
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
と
は
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
公
益
企
業
は
、
事
業
の
性
格
か
ら
事
業
独
占
、
地
域
独
占
な
ど
に
よ
り
、
一
定

の
利
益
が
生
ず
る
こ
と
が
容
認
さ
れ
て
い
る
替
わ
り
に
、
安
全
・
安
心
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
公
益
法
人
制
度
に
お
け
る
公
益
社
団
法
人
、
公
益
財
団
法
人
、
一
般
社
団
法
人
、
一
般
財
団
法
人
が
人
々
の
福
祉
の
増
進
や

向
上
を
図
る
事
業
、
人
材
育
成
の
た
め
の
奨
学
金
の
給
付
や
貸
与
、
研
究
者
な
ど
に
対
す
る
研
究
費
や
海
外
渡
航
費
用
、
学
会
開
催
に
関

わ
る
助
成
金
な
ど
を
提
供
す
る
事
業
は
、
典
型
的
な
「
民
間
公
益
事
業
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

七　

公
民
連
携
Ｐ
Ｐ
Ｐ―

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
、
公
益
信
託
、
第
三
セ
ク
タ
ー

　
「
公
民
連
携
・
Ｐ
Ｐ
Ｐ
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
業
手
法
と
し
て
、
ⅰ
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（Private Finance Initiative

）
方
式
、
ⅱ
Ｎ
Ｐ
Ｏ



（
第
90
巻　

第
十
二
号
）

論　

説　
　

公
益
社
会
実
現
に
向
け
た
課
題
と
展
望
（
四
）
七
四

八
五

（N
onprofit O

rganization

）
方
式
、
ⅲ
基
金
方
式
、
ⅳ
公
益
信
託
方
式
、
ⅴ
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
公
民
連
携
・

Ｐ
Ｐ
Ｐ
」
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
具
体
的
な
事
業
手
法
の
例
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
詳
細
に
概
観
す
る
。

Ⅴ　

公
民
連
携
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
現
状
と
課
題

　

本
章
で
は
、
ⅰ
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（Private Finance Initiative

）
方
式
、
ⅱ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（N

onprofit O
rganization

）
方
式
、
ⅲ
基
金
方
式
、
ⅵ
公
益

信
託
方
式
、
ⅴ
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
都
市
・
地
域
政
策
と
公
民
連
携
・
協
働―

Ｐ
Ｐ

Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
基
金
・
公
益
信
託
・
第
三
セ
ク
タ
ー
の
研
究―

』（
平
成
一
四
年
三
月
、
地
域
計
画
研
究
所
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

一　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
（Private Finance Initiative

）
方
式
の
概
念
と
事
業
事
例

　

㈠　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
（Private Finance Initiative

）
方
式
の
概
念

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
（Private Finance Initiative

）
と
は
、「
従
来
公
共
部
門
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
、
例
え
ば
道
路
、
公
共
施
設

整
備
な
ど
の
公
共
事
業
を
推
進
す
る
際
に
、
民
間
企
業
が
事
業
リ
ス
ク
を
負
担
す
る
と
同
時
に
、
民
間
の
資
金
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
利
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
に
公
共
事
業
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
す
る
新
し
い
形
態
の
公
共
事
業
の
推
進
手
法
」
と
定
義
さ
れ
る
。

　

近
年
欧
米
諸
国
で
は
、
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
公
共
事
業
を
推
進
す
る
際
に
公
共
と
民
間
の
役
割
分
担
に
関
す
る
事
業
化
手
法

が
議
論
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
国
と
自
治
体
間
の
行
財
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
関
す
る
機
能
・
役
割
・
分
担
の
変
化
、
行
財
政
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
の
変
化
な
ど
、
社
会
資
本
整
備
の
在
り
方
が
大
き
く
変
容
し
て
き
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
の
中

で
社
会
資
本
を
整
備
す
る
場
合
は
、
社
会
資
本
の
整
備
の
内
容
に
よ
り
、
ⅰ
グ
ロ
ー
バ
ル
（
国
：
Ｇ
）、
ⅱ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
県
・
広
域
自
治

体
：
Ｎ
）、
ⅲ
ロ
ー
カ
ル
（
市
町
村
：
Ｌ
）
の
分
類
よ
り
、
整
備
内
容
や
提
供
水
準
に
応
じ
事
業
主
体
も
明
確
に
区
分
し
、
効
果
的
に
事
業

を
推
進
す
る
考
え
方
が
台
頭
し
て
き
た
。
欧
米
諸
国
の
社
会
資
本
整
備
の
推
進
方
法
は
、
次
の
五
つ
の
タ
イ
プ
に
類
型
化
さ
れ
る
。

　

ⅰ　

Ｂ
Ｏ
Ｔ
（B

uild O
perate T

ransfer

：
建
設
・
所
有
・
管
理
の
分
離
手
法
）
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公
益
社
会
実
現
に
向
け
た
課
題
と
展
望
（
四
）
七
五

八
六

　

ⅱ　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
（Private Finance Initiative

：
英
国
の
民
間
活
力
導
入
手
法
）

　

ⅲ　

Ｓ
Ｉ
Ｂ
（State Infrastructure B

ank

：
米
国
連
邦
イ
ン
フ
ラ
基
金
）

　

ⅵ　

Ｅ
Ｆ
Ｂ
（E

xem
pt Facility B

ond

：
米
国
の
特
別
施
設
整
備
債
券
）

　

ⅴ　

Ｅ
Ｉ
Ｂ
（E

uropean Investm
ent B

ank

：
欧
州
投
資
銀
行
）

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
重
要
な
点
は
、
公
共
事
業
に
お
け
る
「
Ｖ
Ｆ
Ｍ
（Value for M

oney

）」
の
向
上
で
あ
る
。
Ｖ
Ｆ
Ｍ
と
は
、「
支
払
い
額

に
対
す
る
受
取
価
値
の
最
大
化
」
を
意
味
す
る
が
、
換
言
す
れ
ば
税
金
を
最
大
限
に
有
効
活
用
す
る
手
法
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
実
績
に
関
し
て
は
、
三
タ
イ
プ
の
中
で
は
、
ⅱ
公
共
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
型
が
多
い
。

ⅰ
独
立
採
算
型
や
ⅲ
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
型
の
事
業
は
比
較
的
少
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

㈡　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
（Private Finance Initiative

）
方
式
の
事
業
事
例

　

わ
が
国
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
方
式
が
注
目
さ
れ
た
背
景
と
そ
の
経
緯
に
は
、
民
活
法
な
ど
に
よ
っ
て
、
多
く
の
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
に
よ
り

事
業
や
施
設
整
備
が
数
多
く
推
進
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
第
三
セ
ク
タ
ー
が
経
営
破
た
ん
や
失
敗
し
た
こ
と
に
対
す
る
批
判
が
あ
る
。

　
「
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」（
通
称
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
推
進
法
）
の
施
行
に
よ
っ
て
、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業
が
推
進
さ
れ
て
き
た
。
実
際
の
事
業
事
例
で
最
も
多
い
も
の
は
、
教
育
施
設
や
、
公
務
員
住
宅
、
県
営
住
宅
、
市
営
住
宅
な
ど

の
公
共
公
益
施
設
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
費
用
負
担
者
が
明
確
な
事
業
事
例
で
あ
る
。
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
に
対
す
る
批
判
を
背
景
に
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
が
推
進
さ
れ
て
き
た
が
、
民
間
事
業
者
の
リ
ス
ク
負
担
は
ほ
と
ん
ど
な
い
事
業
が
多
い
と
い
え
よ
う
。
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
に
よ

る
事
業
事
例
の
よ
う
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
の
復
興
事
業
に
お
い
て
も
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
に
よ
る
社
会
資
本
整
備
、
公
共
公
益
施
設
整
備
な
ど
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
事
業
事
例
は
、
次
に
示
す
よ
う
な
施
設
で
あ
る

（〔
表―

17
〕
参
照
）。

　

こ
れ
ら
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
と
し
て
、「
内
閣
府　

民
間
資
金
等
活
用
事
業
推
進
室
」（
Ｐ
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第
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巻　

第
十
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号
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説　
　

公
益
社
会
実
現
に
向
け
た
課
題
と
展
望
（
四
）
七
六

八
七

Ｆ
Ｉ
推
進
室
、http://w

w
w
8.cao.go.jp/pfi/index.htm

l

）
を
、
ま

た
具
体
的
な
事
業
主
体
、
事
業
プ
ロ
セ
ス
な
ど
、「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
」
の

概
要
な
ど
に
つ
い
て
は
、「『
Ｐ
Ｆ
Ｉ
』
と
は
」（http://w

w
w
8.cao.

go.jp/pfi/aboutpfi.htm
l

）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

ち
な
み
に
、
平
成
二
五
年
一
〇
月
に
発
表
さ
れ
た
内
閣
府
民
間
資
金

等
活
用
事
業
推
進
室
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
分
野
別
実
施
方
針
公
表
件
数
」

に
よ
れ
ば
、
平
成
二
五
年
三
月
三
一
日
現
在
、
事
業
分
野
別
・
事
業
主

体
別
に
は
、
ⅰ
教
育
と
文
化
（
国
一
件
、
地
方
一
〇
二
件
、
そ
の
他
三
五

件
で
合
計
一
三
八
件
）、
ⅱ
生
活
と
福
祉
（
国
〇
件
、
地
方
一
九
件
、
そ
の

他
〇
件
で
合
計
一
九
件
）、
ⅲ
健
康
と
環
境
（
国
〇
件
、
地
方
七
三
件
、
そ

の
他
二
件
で
合
計
七
五
件
）、
ⅵ
産
業
（
国
〇
件
、
地
方
一
三
件
、
そ
の
他

〇
件
で
合
計
一
三
件
）、
ⅴ
ま
ち
づ
く
り
（
国
七
件
、
地
方
四
三
件
、
そ
の

他
〇
件
で
合
計
五
〇
件
）、
ⅵ
あ
ん
し
ん
（
国
七
件
、
地
方
一
四
件
、
そ
の

他
〇
件
で
合
計
二
一
件
）、
ⅶ
庁
舎
と
宿
舎
（
国
四
五
件
、
地
方
一
〇
件
、

そ
の
他
一
件
で
合
計
五
六
件
）、
ⅷ
そ
の
他
（
国
六
件
、
地
方
四
〇
件
、
そ

の
他
〇
件
で
合
計
四
六
件
）
と
な
っ
て
い
る
。
事
業
主
体
別
に
は
、
国

六
六
件
、
地
方
三
一
四
件
、
そ
の
他
三
八
件
で
合
計
四
一
八
件
で
あ

る
。

　

二　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（N

onprofit O
rganization

）
方
式
の
概
念
と
事
業
事
例

〔表―17〕 PFI 事業の施設事例

事業分野 主な事業内容 件　数

教育と文化 小中学校、高校、大学・高専、 試験研究機関、社会体育施設、給食セン
ター、 文教その他、公民館・市民ホール等、図書館、 美術館、文化交流
施設、文化その他

138件

生活と福祉 老人福祉施設、身体障害者福祉施設、知的障害者福祉施設、福祉その他 19件

健康と環境 病院、衛生試験場、廃棄物処理施設、 余熱利用施設、上水道施設、斎場、
浄化槽

75件

産　　業 卸売市場、かんがい用排水施設、 農業振興支援施設、農業その他、漁港、 
インキュベーションセンター、産業その他、観光施設

13件

まちづくり 駐車場、駐輪場、 空港、航空関連施設、都市公園、自然公園、下水道施
設、港湾施設、公営住宅、 市街地再開発事業、土地区画整理事業

50件

あんしん 警察施設、消防施設、 防災その他、刑事施設 21件

庁舎と宿舎 事務庁舎、宿舎 56件

その他 複合施設、道の駅、 その他 46件

　　　合　　計 418件

（出所）内閣府民間資金等活用事業推進室「PFI事業分野別実施方針公表」より筆者作成
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益
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会
実
現
に
向
け
た
課
題
と
展
望
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四
）
七
七

八
八

　

㈠　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（N

onprofit O
rganization

）
方
式
の
概
念

　

一
般
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
民
間
非
営
利
組
織
、Nonprofit O

rganization

）
に
は
、次
の
よ
う
な
活
動
特
性
、
す
な
わ
ち
、ⅰ
先
駆
性
、ⅱ
機
動
性
、

ⅲ
地
域
密
着
性
、
ⅵ
多
元
性
、
ⅴ
自
己
実
現
性
、
ⅵ
経
済
性
な
ど
が
あ
る
。

　

一
般
に
、
第
一
セ
ク
タ
ー
お
よ
び
第
二
セ
ク
タ
ー
の
活
動
限
界
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

⑴　

第
一
セ
ク
タ
ー
の
行
政
活
動
の
特
徴
と
限
界

　

第
一
セ
ク
タ
ー
の
行
政
は
、
国
お
よ
び
自
治
体
の
公
的
機
関
が
公
費
（
税
金
）
に
よ
り
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
そ
の
サ
ー
ビ

ス
提
供
は
、
客
観
性
、
公
平
性
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
画
一
的
、
平
均
的
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

サ
ー
ビ
ス
の
安
定
的
提
供
の
面
で
は
優
れ
た
利
点
を
発
揮
で
き
る
が
、
機
動
性
に
富
む
柔
軟
な
対
応
と
い
う
点
で
は
問
題
が
あ
る
。

　

⑵　

第
二
セ
ク
タ
ー
の
民
間
活
動
の
特
徴
と
限
界

　

第
二
セ
ク
タ
ー
の
企
業
は
、
市
場
原
理
に
よ
り
営
利
を
追
求
す
る
た
め
投
資
効
率
の
悪
い
サ
ー
ビ
ス
は
提
供
で
き
な
い
。
ま
た
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
機
動
性
・
柔
軟
性
は
十
分
に
発
揮
で
き
る
反
面
、
利
潤
が
期
待
で
き
な
い
場
合
に
は
中
止
し
た
り
撤
退
す
る
の
で
、
安
定
的
、

継
続
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
面
で
は
問
題
が
あ
る
。

　

⑶　

非
営
利
セ
ク
タ
ー
の
活
動
に
対
す
る
期
待

　

第
一
セ
ク
タ
ー
お
よ
び
第
二
セ
ク
タ
ー
の
両
者
の
活
動
の
短
所
が
顕
在
化
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
、
阪
神
・
淡
路
島
大
震
災
な
ど
で

発
揮
さ
れ
た
災
害
救
助
支
援
活
動
や
福
井
沖
で
座
礁
沈
没
し
た
タ
ン
カ
ー
船
よ
り
流
出
し
た
原
油
の
回
収
・
除
去
作
業
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
に
多
数
の
参
加
者
が
集
ま
り
予
想
以
上
の
力
を
結
集
で
き
た
こ
と
、
各
種
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
関
心
や
参
加

意
識
の
高
揚
が
浸
透
し
た
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
対
す
る
高
い
評
価
と
そ
の
活
動
に
対
す
る
期
待
感
が
一
気
に
高
ま
っ
た
。
東
日

本
大
震
災
に
お
い
て
も
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
「
民
間
非
営
利
組
織
」
活
動
が
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
民
間
非
営
利
組
織
：N

onprofit O
rganiza-
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社
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実
現
に
向
け
た
課
題
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展
望
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四
）
七
八

八
九

tion
）
の
活
動
範
囲
や
活
動
領
域
の
拡
大
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
面
な
ど
市
民
社
会
に
円
滑
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
や
市
民
の
連
帯
意
識
の
向
上
・
醸
成
な
ど
、
新
た
な
観
点
よ
り
行
政
の
み
な
ら
ず
市
民
・
企
業
か
ら
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

㈡　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（N

onprofit O
rganization

）
方
式
の
事
業
事
例

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
関
す
る
法
律
・
制
度
改
正
、
法
人
の
設
立
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
、
活
動
事
例
集
、
寄
付
を
行
う
な
ど
に
つ

い
て
は
、「
内
閣
府
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」（https://w

w
w

.npo-hom
epage.go.jp/index.htm

l

）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

ち
な
み
に
、
平
成
二
五
年
九
月
三
〇
日
現
在
、「
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
」
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
四
八
、
二
四
四
法
人
に
つ
い

て
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
活
動
分
野
を
集
計
し
た
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（〔
表―

18
〕
参
照
）。
活
動
分

野
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
法
人
が
あ
る
の
で
、
法
人
数
と
は
異
な
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

三　

基
金
方
式
の
概
念
と
事
業
事
例

　

㈠　

基
金
の
概
念

　

自
治
体
や
自
治
体
の
出
資
法
人
で
あ
る
財
団
法
人
（
現
、
特
例
民
法
法
人
）
な
ど
に
お
け
る
「
基
金
の
拠
出
者
と
基
金
を
管
理
す
る
運

営
管
理
者
と
の
関
係
性
」
の
観
点
に
着
目
し
て
区
分
す
る
と
、
基
本
的
に
次
の
四
つ
に
類
型
化
さ
れ
る
。
ⅰ
自
治
体
の
基
金
、
ⅱ
公
益
法

人
（
自
治
体
出
資
の
財
団
法
人
等
）
の
基
金
、
ⅲ
公
益
法
人
（
民
間
企
業
等
が
出
資
し
た
財
団
法
人
等
）
の
基
金
、
ⅵ
公
益
信
託
に
お
け
る
基

金
な
ど
が
あ
る
。
紙
幅
の
関
係
で
、
こ
れ
ら
の
基
金
の
詳
細
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。
拙
著
（
（（
（

を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
こ
で
は
、
自
治
体
の

基
金
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

　

㈡　

自
治
体
の
基
金

　

自
治
体
の
基
金
は
、
法
律
に
基
づ
く
も
の
と
基
金
の
性
格
づ
け
に
基
づ
く
も
の
と
の
二
つ
の
観
点
よ
り
区
分
さ
れ
る
。
ま
た
、
基
金
に

関
係
す
る
法
律
に
は
、
ⅰ
地
方
自
治
法
、
ⅱ
地
方
財
政
法
、
ⅲ
災
害
救
助
法
の
三
つ
が
あ
る
。
一
方
、
基
金
の
性
格
づ
け
の
観
点
か
ら
は
、
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〔表―18〕 NPO法人の活動分野（定款に記載された特定非営利活動の種類）
（複数回答）

号数 活動の種類 法人数

第 ₁号 保健、医療又は福祉の増進を図る活動 ₂8,0₃9

第 ₂ 号 社会教育の推進を図る活動 ₂₂,₇₃₄

第 ₃ 号 まちづくりの推進を図る活動 ₂0,88₂

第 ₄ 号 観光の振興を図る活動 ₁,₁₆₃

第 ₅ 号 農山漁村又は中山間地域の振興を図る活動 ₁,0₅₃

第 ₆ 号 学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動 ₁₆,₄99

第 ₇ 号 環境の保全を図る活動 ₁₃,₆0₇

第 8 号 災害救援活動 ₃,₇₄₁

第 9 号 地域安全活動 ₅,₄₇0

第₁0号 人権の擁護又は平和の活動の推進を図る活動 ₇,909

第₁₁号 国際協力の活動 9,₄₆₂

第₁₂号 男女共同参画社会の形成の促進を図る活動 ₄,₂₁₆

第₁₃号 子どもの健全育成を図る活動 ₂0,₆₆₇

第₁₄号 情報化社会の発展を図る活動 ₅,₅₅9

第₁₅号 科学技術の振興を図る活動 ₂,₇₇0

第₁₆号 経済活動の活性化を図る活動 8,₁8₅

第₁₇号 職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動 ₁₁,₅₅₁

第₁8号 消費者の保護を図る活動 ₂,9₆9

第₁9号 前各号に掲げる活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援
助の活動 ₂₁,8₅8

第₂0号 前各号で掲げる活動に準ずる活動として都道府県又は指定都市の条例で定
める活動 88

（注 ₁ ）一つの法人が複数の活動分野の活動を行う場合があるため、合計は₄8,₂₄₄法人にはならない。 
（注 ₂ ）第₁₄号から第₁8号までは、平成₁₄年改正特定非営利活動促進法（平成₁₄年法律第₁₇₃号）施行

日（平成₁₅年 ₅ 月 ₁ 日）以降に申請して認証された分のみが対象。 
（注 ₃ ）第 ₄ 号、第 ₅ 号及び第₂0号は、平成₂₃年改正特定非営利活動促進法（平成₂₃年法律第₇0号）施

行日（平成₂₄年 ₄ 月 ₁ 日）以降に申請して認証された分のみが対象。
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ⅰ
積
立
基
金
、
ⅱ
定
額
運
用
基
金
の
二
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
ⅰ
積
立
基
金
に
は
、
年
度
間
の
歳
入
歳
出
の
過
不
足
の
財
源
調

整
の
役
割
を
果
た
す
財
政
調
整
基
金
、
地
方
債
償
還
の
た
め
に
設
け
ら
れ
る
減
債
基
金
、
そ
の
他
特
定
の
行
政
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
積

み
立
て
ら
れ
る
、
そ
の
他
特
定
目
的
基
金
の
三
つ
が
あ
る
。
ま
た
ⅱ
定
額
運
用
基
金
に
は
、
土
地
開
発
基
金
、
そ
の
他
定
額
運
用
基
金
の

二
つ
が
あ
る
。
他
方
、
歳
出
決
算
額
の
余
剰
金
を
積
み
立
て
る
「
歳
計
剰
余
金
処
分
積
立
金
」
が
あ
る
。

　

近
年
、
二
〇
〇
八
年
四
月
三
〇
日
に
公
布
さ
れ
た
「
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
個
人
住
民
税
の
寄
附
金
税
制

が
大
幅
に
拡
充
さ
れ
る
形
で
導
入
さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度―

任
意
の
自
治
体
に
寄
付
す
る
こ
と
で
寄
付
し
た
額
の
ほ
ぼ
全
額

が
税
額
控
除
さ
れ
る
制
度
（
た
だ
し
、一
定
の
制
限
や
限
度
が
あ
る
）―

に
お
い
て
、人
材
育
成
基
金
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
基
金
な
ど
が
あ
る
。

　

こ
の
制
度
の
基
本
的
な
趣
旨
に
関
し
て
は
、
拙
著
（
（（
（

や
諸
論
文
に
お
い
て
、
筆
者
が
繰
り
返
し
何
度
も
提
唱
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
同

書
を
参
照
さ
れ
た
い
。
自
治
体
の
〈
基
金
と
寄
付
金
制
度
〉
に
関
し
て
は
、
詳
細
に
後
述
す
る
。

　

四　

公
益
信
託
方
式
の
概
念
と
事
業
事
例

　

公
益
信
託
は
、公
益
法
人
ほ
ど
世
に
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
が
、信
託
業
務
の
様
々
な
業
態
の
中
に
お
い
て
、「
公
益
」

と
い
う
名
が
冠
さ
れ
た
、
ま
さ
に
「
公
益
事
業
」
で
あ
る
。
公
益
信
託
制
度
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

　

㈠　

公
益
信
託
の
評
価

　

信
託
業
務
に
つ
い
て
は
、
金
銭
信
託
、
投
資
信
託
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
、〈
遺
言
信
託
〉
な
ど
、
高
齢
者
の
増
加

に
伴
い
高
齢
社
会
を
反
映
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
信
託
業
務
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
信
託
業
務
の
様
々
な
業
態
の
中
に
お

い
て
、「
公
益
」
と
い
う
名
が
冠
さ
れ
た
、
ま
さ
に
「
公
益
事
業
」
で
あ
る
。

　

か
つ
て
、「
公
益
信
託
に
関
す
る
」
筆
者
の
著
書
・
論
文
を
読
ん
だ
、
二
〇
〇
五
年
当
時
の
総
務
大
臣
官
房
監
理
官
室
公
益
法
人
推
進

室
の
担
当
官
（
平
成
一
七
年
一
二
月
二
日
（
金
）
第
三
セ
ク
タ
ー
研
究
学
会
の
研
究
会
の
報
告
等
参
照
）
か
ら
、「
公
益
信
託
制
度
を
ま
ち
づ
く

り
や
地
域
活
性
化
な
ど
の
地
域
振
興
政
策
な
ど
に
活
用
す
る
よ
う
に
、
各
自
治
体
や
各
地
域
に
お
い
て
、
是
非
ア
ド
バ
イ
ス
指
導
し
て
欲
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し
い
」
と
要
請
さ
れ
た
。

　

筆
者
は
、
公
益
信
託
制
度
は
あ
る
意
味
で
、
新
公
益
法
人
制
度
を
補
完
す
る
仕
組
み
、
概
念
、
方
法
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
持
つ
制

度
、
機
能
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　

㈡　

公
益
信
託
の
創
設

　

公
益
信
託
は
、
昭
和
五
二
年
に
信
託
銀
行
が
第
一
号
を
受
託
し
、
そ
の
後
個
人
の
資
産
蓄
積
や
企
業
の
社
会
貢
献
意
識
の
高
ま
り
な
ど

を
背
景
に
着
実
に
増
加
し
、
今
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
公
益
分
野
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
民
間
公
益
活
動
の
一
端
を
担
う
べ
く
そ
の

発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

㈢　
「
公
益
信
託
」
に
関
す
る
法
律

　
「
公
益
信
託
に
関
す
る
法
律
」（
大
正
一
一
年
四
月
二
一
日
法
律
第
六
二
号
、
最
終
改

正
：
平
成
一
八
年
一
二
月
一
五
日
法
律
第
一
〇
九
号
）に
は
、
次
の
よ
う
に
、
第
一
条
に
は
公
益
信
託
に
関
す
る
規
定
、

第
二
条
に
は
公
益
信
託
の
主
務
官
庁
の
許
可
、
第
三
条
に
は
公
益
信
託
の
主
務
官
庁
の
監
督
、
第
四
条
に
は
公
益
信
託
の
主
務
官
庁
の
事

務
処
理
の
検
査
に
つ
い
て
、
明
記
さ
れ
て
い
る
。

「
第
一
条　

信
託
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
八
号
）
第
二
百
五
十
八
条
第
一
項
ニ
規
定
ス
ル
受
益
者
ノ
定
ナ
キ
信
託
ノ
内
学
術
、
技
芸
、

慈
善
、
祭
祀
、
宗
教
其
ノ
他
公
益
ヲ
目
的
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
次
条
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
タ
ル
モ
ノ
（
以
下
公
益
信
託
ト
謂
フ
）
ニ
付
テ
ハ
本

法
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
ル

　

第
二
条　

信
託
法
第
二
百
五
十
八
条
第
一
項
ニ
規
定
ス
ル
受
益
者
ノ
定
ナ
キ
信
託
ノ
内
学
術
、
技
芸
、
慈
善
、
祭
祀
、
宗
教
其
ノ
他
公

益
ヲ
目
的
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
付
テ
ハ
受
託
者
ニ
於
テ
主
務
官
庁
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ル
ニ
非
ザ
レ
バ
其
ノ
効
力
ヲ
生
ゼ
ズ

　

２　

公
益
信
託
ノ
残
存
期
間
二
付
テ
ハ
信
託
法
第
二
百
五
十
九
条
ノ
規
定
ハ
之
ヲ
適
用
セ
ズ

　

第
三
条　

公
益
信
託
ハ
主
務
官
庁
ノ
監
督
ニ
属
ス

　

第
四
条　

主
務
官
庁
ハ
何
時
ニ
テ
モ
公
益
信
託
事
務
ノ
処
理
ニ
付
検
査
ヲ
為
シ
且
財
産
ノ
供
託
其
ノ
他
必
要
ナ
ル
処
分
ヲ
命
ス
ル
コ
ト



（
第
90
巻　

第
十
二
号
）

論　

説　
　

公
益
社
会
実
現
に
向
け
た
課
題
と
展
望
（
四
）
八
二

九
三

ヲ
得

　

２　

公
益
信
託
ノ
受
託
者
ハ
毎
年
一
回
一
定
ノ
時
期
ニ
於
テ
信
託
事
務
及
財
産
ノ
状
況
ヲ
公
告
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」

　

な
お
、
平
成
一
八
年
一
二
月
に
信
託
法
が
改
正
さ
れ
た（
平
成
一
九
年

九
月
施
行

）。
信
託
法
の
改
正
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
諸
点
で
あ
る
。
詳
細

に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。

　

⑴　

受
託
者
の
義
務
等
の
内
容
を
適
切
な
要
件
の
下
で
合
理
化
、
⒤
忠
実
義
務
に
関
す
る
規
定
の
合
理
化
、
ⅱ
自
己
執
行
義
務
に
関
す

る
規
定
の
合
理
化

　

⑵　

受
益
者
の
権
利
行
使
の
実
効
性
・
機
動
性
を
高
め
る
た
め
の
規
律
の
整
備
、
ⅰ
受
益
者
が
複
数
の
信
託
に
お
け
る
意
思
決
定
方
法

の
合
理
化
、
ⅱ
信
託
監
督
人
・
受
益
者
代
理
人
制
度
の
創
設
、
ⅲ
帳
簿
等
の
作
成
、
保
存
等
に
関
す
る
規
律
の
整
備
、
ⅳ
受
託
者
の
行
為

の
差
止
請
求
権
の
創
設

　

⑶　

多
様
な
信
託
の
利
用
形
態
に
対
応
す
る
た
め
の
制
度
の
整
備
、
ⅰ
信
託
の
併
合
・
分
割
の
制
度
の
創
設
、
ⅱ
受
益
証
券
発
行
信

託
、
限
定
責
任
信
託
、
自
己
信
託
等
の
創
設

　

こ
の
よ
う
に
、
信
託
法
で
は
公
益
信
託
は
明
確
に
公
益
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
に
設
立
す
る
と
明
文
化
さ
れ
て
い
る
点
が
大
き
な
特
徴

で
あ
る
。

　

㈣　

公
益
信
託
の
概
念

　
「
公
益
信
託
の
仕
組
み
」
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

ⅰ
委
託
者
（
出
捐
者
）
と
受
託
者
の
間
で
、
公
益
目
的
の
具
体
的
な
選
定
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
方
法
、
公
益
信
託
契
約
書

の
内
容
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
綿
密
に
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。
ⅱ
受
託
者
は
、公
益
信
託
の
引
き
受
け
の
許
可
を
、主
務
官
庁
に
申
請
す
る
。

ⅲ
主
務
官
庁
は
、
こ
れ
を
審
査
の
上
許
可
す
る
。
ⅵ
主
務
官
庁
の
許
可
を
受
け
た
後
に
、
委
託
者
と
受
益
者
と
の
間
で
、「
公
益
信
託
契

約
書
」
を
締
結
す
る
。
ⅴ
主
務
官
庁
は
、
財
団
法
人
に
対
す
る
の
と
同
様
の
監
督
の
ほ
か
、
公
益
信
託
事
務
処
理
の
検
査
を
し
た
り
、
受
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託
者
に
対
し
て
必
要
な
処
分
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

ⅵ
信
託
管
理
人
は
、
不
特
定
多
数
の
受
益
者
の
い
わ
ば

代
表
者
と
し
て
、
受
託
者
の
職
務
の
う
ち
重
要
な
事
項

に
つ
い
て
承
認
を
与
え
る
。
ⅶ
運
営
委
員
会
等
は
、
公

益
目
的
の
円
滑
な
遂
行
の
た
め
受
託
者
の
信
託
事
務
遂

行
の
補
助
者
と
し
て
、
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
意
見
を

述
べ
、
勧
告
を
行
う
。
ⅷ
受
託
者
は
、
運
営
委
員
会
等

の
意
見
に
し
た
が
い
、
そ
の
公
益
信
託
の
目
的
に
沿
っ

た
助
成
先
へ
の
交
付
を
行
う
な
ど
公
益
目
的
を
遂
行
す

る
。

　

㈤　

公
益
信
託
の
受
託
件
数
と
信
託
財
産
残
高

　

⑴　

受
託
件
数
と
信
託
財
産
残
高
の
受
託
状
況

　

受
託
件
数
と
信
託
財
産
残
高
の
各
年
度
末
の
受
託
状
況
に
つ
い
て
は
、〔
表―

19
〕
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

　

平
成
九
年
度
末
は
、
五
二
六
件
、
五
四
二
億
四
千
三
百
万
円
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
平
成
一
二
年
度
末
に
受
託
件
数
は
五
七
二
件
と
ピ

ー
ク
に
、
ま
た
信
託
財
産
残
高
は
平
成
一
二
年
度
末
に
七
三
六
億
九
千
九
百
万
円
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
が
、
近
年
で
は
、
受
託
件
数
、
信

託
財
産
残
高
は
共
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
平
成
二
四
年
度
末
に
は
受
託
件
数
は
五
〇
五
件
、
信
託
財
産
残
高
は
五
九
六
億
四
千
一
百
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

⑵　

信
託
目
的
別
受
託
状
況

　

信
託
目
的
別
受
託
状
況
は
、〔
表―

20
〕
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
信
託
目
的
に
つ
い
て
は
、
奨
学
金
支
給
が
最
も
多
く
、
一
六
一
件
、

　〔表―19〕　公益信託受託状況

年度末 件　数 残　高

平9（1997）　 526 54,243

10（1998） 542 56,197

11（1999） 550 61,894

12（2000）　 566 73,699

13（2001） 571 73,355

14（2002） 572 71,965

15（2003） 565 70,917

16（2004） 562 69,325

17（2005） 563 69,081

18（2006） 555 68,294

19（2007） 553 69,198

20（2008） 546 66,799

21（2009）　 540 65,309

22（2010） 525 62,277

23（2011） 514 60,212

24（2012） 505 59,641

25（2013） 9月末 504 59,837

（単位：件，百万円）
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一
六
一
億
四
千
二
百
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

公
益
信
託
の
受
託
者
に
つ
い
て
は
、
信
託
法（
平
成
一
八
年
一
二
月
一
五
日
法

律
第
一
〇
八
号
と
し
て
改
正

）の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
ほ
か
、「
公
益
信
託
の
引
受
け
許
可
基
準

等
に
つ
い
て
」（
平
成
六
年
九
月
一
三
日
公
益
法

人
等
指
導
監
督
連
絡
会
議
決
定
）に
お
い
て
、「
受
託
者
は
、
適
切
な
運
営
管
理
を
な
し
得
る
能
力
を
有
す
る
も
の
で
、
社
会
的
な

信
用
を
有
し
、
か
つ
、
知
識
及
び
経
験
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
」
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
受
託
者
が
営
業
を
目
的
と
し
て
、
つ
ま

り
「
営
利
の
目
的
を
も
っ
て
」
か
つ
「
反
復
継
続
し
て
」
公
益
信
託
の
受
託
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
信
託
業
法（
平
成
一
六
年
一
二
月
三

日
法
律
第
一
五
四
号

）

に
基
づ
き
免
許
等
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
等
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　

公
益
信
託
の
受
託
者
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
、
多
く
は
信
託
銀
行
等
の
営
利
事
業
者
が
受
託
者
と
な
っ
て
い
る
が
、
中
に
は
受
託
者
が

個
人
お
よ
び
社
会
福
祉
法
人
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
い
く
つ
か

存
在
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
ⅰ
委
託
者
の
状
況
、
ⅱ
自
治
体
の
事
例
、
ⅲ
民
間

企
業
の
事
例
、
ⅵ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
が
主
体
と
な
る
募

金
型
の
事
例
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。
拙
著
（
（（
（

を
参

照
さ
れ
た
い
。

　
「
奨
学
金
支
給
」
を
目
的
と
し
た
信
託
件
数
が
一
六
一
件
で

最
も
多
い
。
次
い
で
信
託
目
的
別
に
件
数
の
多
い
順
に
あ
げ
る

と
、「
自
然
科
学
研
究
助
成
」「
教
育
振
興
」「
国
際
協
力
・
国

際
交
流
促
進
」「
芸
術
・
文
化
振
興
」「
社
会
福
祉
」
の
順
と
な

っ
て
い
る
。

　

㈥　

民
間
企
業
の
主
な
事
例

〔表―20〕公益信託の信託目的別受託状況
（平成25年 9 月末日現在）

信　　託　　目　　的 件　　数 残　　高

奨学金支給 ₁₆₁ ₁₆,₂₃9

自然科学研究助成 80 9,₁₆0

教育振興 ₆₇ ₂,₆₅8

国際協力・国際交流促進 ₄₂ ₄,0₆₄

社会福祉 ₃₇ ₃,₃8₄

芸術・文化振興 ₂₄ ₅,₂0₂

都市環境の整備・保全 ₂8 ₇,₅₅₇

自然環境の保全 ₂0 ₄,₇00

人文科学研究助成 ₁₆ 9₆0

文化財の保存活用 ₃ ₁8₃

動植物の保護繁殖 ₁ ₃09

緑化推進 ₁ ₃0

その他 ₂₅ ₅,₃8₆

合　　　計 ₅0₅ ₅9,8₃₇

　（単位：件，百万円）
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民
間
企
業
な
ど
を
委
託
者
と
す
る
公
益
信
託
の
中
で
は
、
信
託
財
産
規
模
が
比
較
的
大
き
な
信
託
財
産
規
模
の
事
例
と
し
て
、「
公
益

信
託
富
士
フ
ィ
ル
ム
・
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
（
略
称
Ｆ
Ｇ
Ｆ
）」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
社
の
五
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
一
九
八
三
年
に

公
益
信
託
さ
れ
た
も
の
で
、
信
託
財
産
残
高
は
約
一
〇
億
円
で
あ
る
。
設
定
さ
れ
た
公
益
信
託
の
中
で
、
信
託
財
産
規
模
が
比
較
的
大
規

模
で
あ
る
と
設
立
当
時
注
目
さ
れ
た
。
信
託
目
的
は
、
緑
化
事
業
を
中
心
と
し
た
自
然
環
境
の
保
全
お
よ
び
創
出
に
関
す
る
事
業
を
総
合

的
に
推
進
、
助
成
す
る
も
の
で
、
具
体
的
に
は
自
然
環
境
保
全
の
研
究
助
成
、
自
然
環
境
保
全
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
育
成
、
支
援

に
基
金
の
果
実
（
利
子
相
当
部
分
）
を
充
て
る
。
信
託
管
理
人
・
運
営
委
員
会
の
委
員
は
学
識
経
験
者
が
委
嘱
さ
れ
、
運
営
委
員
会
は
助

成
先
等
の
内
容
を
審
査
す
る
。
実
際
の
事
務
は
三
井
信
託
が
受
託
者
と
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

㈦　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
募
金
型
の
主
な
事
例

　

一
般
に
、
公
益
信
託
は
一
定
額
の
委
託
・
拠
出
さ
れ
た
信
託
財
産
を
運
用
す
る
が
、
船
橋
Ｊ
Ｃ
（
青
年
会
議
所
）
が
提
唱
し
て
公
益
信

託
さ
れ
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ァ
ン
ド
＝
さ
ざ
ん
か
さ
っ
ち
ゃ
ん
教
育
基
金
（
委
託
者
：
さ
ざ
ん
か
募
金
運
動
推
進
協
議
会
）」
は
、
一
定

額
の
基
金
を
基
礎
に
、
そ
の
後
毎
年
度
、
任
意
に
寄
付
さ
れ
た
寄
付
金
や
募
金
等
を
追
加
す
る
と
い
う
、「
信
託
財
産
の
募
金
型
・
追
加

型
の
公
益
信
託
」
の
代
表
例
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
・
東
武
野
田
線
の
船
橋
駅
前
に
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
さ
ざ
ん
か
さ
っ
ち

ゃ
ん
の
募
金
像
（
母
子
像
）」
が
設
置
さ
れ
、
市
民
や
駅
前
の
待
ち
合
わ
せ
場
所
と
し
て
も
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
信
託
目
的
は
交
通

遺
児
な
ど
母
子
家
庭
な
ど
の
奨
学
育
英
金
の
給
付
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
公
益
信
託
の
受
託
業
務
を
取
り
扱
う
信
託
銀
行
で
は
、
事
務
経
費
等
で
業
務
を
代
行
し
て
い
る
。
本
来
の
「
信
託
ビ
ジ
ネ

ス
」
と
い
う
よ
り
は
、
信
託
銀
行
の
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
「
公
共
公
益
サ
ー
ビ
ス
を
業
務
代
行
し
て
い
る
」
と
い
う
意
味
で

は
、
む
し
ろ
「
公
益
ビ
ジ
ネ
ス
（
公
益
事
業
支
援
ビ
ジ
ネ
ス
）」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

㈧　

自
治
体
を
委
託
者
と
す
る
事
業
事
例

　

自
治
体
を
委
託
者
と
す
る
公
益
信
託
は
十
数
件
あ
る
。



（
第
90
巻　

第
十
二
号
）

論　

説　
　

公
益
社
会
実
現
に
向
け
た
課
題
と
展
望
（
四
）
八
六

九
七

　

ち
な
み
に
、「
公
益
信
託
横
浜
野
毛
地
区
ま
ち
づ
く
り
ト
ラ
ス
ト
」
は
、
か
つ
て
筆
者
が
横
浜
市
よ
り
調
査
研
究
の
依
頼
を
受
け
、
同

地
区
の
地
域
活
性
化
に
関
す
る
調
査
報
告
書
『
み
な
と
み
ら
い
二
一
周
辺
地
区
の
活
性
化
方
策
の
策
定
に
係
わ
る
調
査
』（
一
九
八
八
年
三

月
）
を
提
出
し
た
中
で
、
設
置
を
提
言
し
た
公
益
信
託
で
あ
る
。
横
浜
市
は
、
当
時
、
あ
る
民
間
企
業
か
ら
横
浜
市
に
対
し
て
多
額
の
寄

付
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
調
査
研
究
の
目
的
は
い
く
つ
か
あ
っ
た
が
、
調
査
研
究
の
趣
旨
の
一
つ
に
、
こ
の
寄
付
金
の

活
用
方
策
に
関
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
調
査
研
究
に
お
い
て
、
寄
付
金
の
活
用
方
策
の
提
言
と
し
て
、
寄
付
金
を
原
資
に
横
浜
市
が
基
金

と
し
て
公
益
信
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
長
期
的
な
観
点
よ
り
横
浜
野
毛
地
区
の
発
展
に
資
す
る
諸
活
動
の
支
援
・
育
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
公
益
信
託
を
設
置
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
の
提
言
を
受
け
て
、
横
浜
市
で
は
「
公
益
信
託
横
浜
野
毛
地
区
ま
ち
づ
く
り
ト
ラ

ス
ト
」
を
設
置
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

な
お
最
新
の
信
託
情
報
な
ど
に
関
し
て
は
、
一
般
社
団
法
人
信
託
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.shintaku-kyokai.or.jp/

）
を

参
照
さ
れ
た
い
。

（
₁₁
） 　

山
本
啓
「
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
公
益
行
政
」（
一
九
四―

二
一
二
頁
）『
公
益
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』（
間
瀬
啓
允
編
、世
界
思
想
社
、

二
〇
〇
八
年
五
月
）

（
12
） 　
『
都
市
・
地
域
政
策
と
公
民
連
携
・
協
働―

Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
基
金
・
公
益
信
託
・
第
三
セ
ク
タ
ー
の
研
究―

』（
地
域
計
画

研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）

（
₁₃
） 　

出
井
・
前
掲
注
（
₁₂
）
書

（
₁₄
） 　

出
井
・
前
掲
注
（
₁₂
）
書
・
五
章
「
基
金
・
公
益
信
託
方
式
の
概
念
と
基
金
・
公
益
信
託
方
式
の
展
開
」


